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Bhasarvajnaの 推 理 論 に お け るavinabhava

小 野 卓 也

Bhasarvajna(ca.950A.D.,カ シミール)はNyayabhusana(=NBhus)推 理 章(anumana―

pariccheda)に お いて,恣 意や想定 を離れ た(NBhus227.7―8,14-15)本 質 的な(svabh・

avatah)不 可離関係(avinabhava,以 下avbh)を 推 理 の中心 とみなす.こ の 「本質的」

であ ることの認識論 的 ・存在論的意味 を考察 す る.

遍 充把握論:Bhasarvajnaは,avbhは 視 覚器官 によって最初 であっても把握 され,

繰 り返 し観察 するのは各人 の潜在印象 をはっき りさせ るためであ るとい う見解(初

回把握説)を とり(NBhus218.19-21,219.5-7Cf.NMukt190.8-9),さ らに 「お よそ煙 は火

に遍充 されて い る.煙 で あるか ら.す でに知 覚 された煙 の ように」 とい う推理 に

基 づ く総括(sarva-upasamhara)に よって関係が未見の対象にも及 ぶことを知 る(NBhus

219.29-220.2)と 補 足 す る.一 方 初 回把 握説 が納 得 で きな い者 に対 して は,普 遍

(samanya)を 対 象 として総括 を行 う意知覚 がavbhを 把 握 す る とい う見解(意 知覚

把握説)を 提示 す る(NBhus220.5-191)).Vyomasiva,Trilocana,Vacaspatiは 繰 り返

し把握説 を採用す る2)が,初 回把握説 を紹介 す る者 はな く,Bhasarvajnaの 初 回把

握説が 同時代 のニヤーヤ ・ヴ ァイシ ェー シカ両学派 に特 異な見解 で あった ことを

うかが わせ る.な お,後 代 に繰 り返 し把握 説の根拠 となった付加条件(upadhi)の

非存在の確認 という側面は全 く触れられていない.

この説にはい くつかの問題がある.① 遍充関係が何度かの試験的な段階を経ず

に最初の肯定的随伴 ・否定的随伴 を知覚 した時点で逸脱な く正 しく把握されるに

は,普 遍間の関係であるavbhが,ど ちらが遍充するものでどちらが遍充 されるも

のであるか という遍充関係の方向性も含めて予定調和的に外界に正 しく定 まった

かたちで存在 していなければならないという存在論的根拠が求められる問題.②

肯定的随伴(anvaya)と 否 定 的随伴(vyatireka)の 両 方 を見 るこ と(最 初の2回)が

必要なのか,そ れ とも肯定的随伴だ け(最 初の1回)で よいのか とい う把握 回数の

問題 この点についてBhasarv句naは 「最初」の観察 としなが らも 「火 のある場所 ・

火 のない場所」の2つ の事例 を掲 げて部 り,ま たavbhを 結 ぶ関係項の数 を3つ 以
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上 に設定するな ど曖昧で ある.③ 総括の内容が不明瞭であるとい う問題Bhasarvajna

は総 括 は推理 に基 づ くとして おきなが ら,一.方 で総括 は意知覚 に よるとして お り

(NBhus220.13-14),こ の 二通 りの説明 に妥協 点は見 出 され ない3).意 知 覚把i握説 は

初 回把握説 が納得 で きない者 に対 しての次善 の説明方法 に位置付 け られ,初 回把

握説 と単純 にパ ラレル に考 え るこ とはで きない.意 知覚 に関 してはJayanta,Tri―

locana,Vacaspatiが 紹 介 してい るこ とか ら4),ニ ヤ ーヤ学 派 において初回把握説 と

は一線 を画 す る遍充 把握論の伝統 に属す るもので あった と考 え られ る.④ 総括が

推理 に基づ くとい うこ とは,推 理が推理 に基 づ くとい う無 限遡及 を招 き,推 理 の

一般則 を議論 す る文脈 で は不適切 なのではないか とい う問題 .こ れ らの問題 につ

いて はNBhus全 体 と他 の著作か ら再考す る必要が ある.

可 能 性 また は能 力:Bhasarvajnaは,avbhの 関 係項 とな る所 証(sadhya)と 証 因

(sadhana)に 可 能性(yogyata)お よ び能力(samarthya)を 付 与 し,こ れ らをavbhに

帰 す る と共 にavbh自 体 にも能力 を付与 してい る.ま ず所証 は推理が行 われ る前 の

時点で は主題(paksa)を 限 定す る可能性 をもって いる とす る(NBhuS214.26).そ し

て この可能性 は 「(主題における)所 証 とその否定 の非認識」 あ るい は 「証因 との

結合関係」 と換言 され(NBhuS214.26,NBhus214.27-305)),後 者 か らこれがavbhそ の

ものである とい うことになる.す なわち推理 以前 の所証 が主題 を限定す る とい う

仮定 と,推 理後 の確定 を逸脱 な く直結 させ る役割 を果 たすのが可能性=avbhで あ

る とい うことにな る.ま た証因 の能 力は 「遍 充関係 の把握 に補助 され た主題所属

性 の把握」 と説明 され る(NBhus221.23-24).す な わち可能性 によって仮 に所証 に限

定 されてい た主題 に対 し,あ る定 まった所証 の存 在 を決定 的 にす るこ とで あ る.

こ こで はavbhが 補 助者 として所証 を導 出す る役割 を担 ってい る.そ してavbh自

体 の能力 は唯一性 であ るとす る.avbhは 普 遍 と同 じよ うに特殊 を離 れて唯一 の も

のであ る(NBhus219.14―18).こ の唯一性 について は,肯 定 的な もの と否定 的な も

の とい うavbhの 表 裏 に過 ぎず,全 部 の個物 に対 して 同一 に随伴す るものであ ると

い うよ うにも説 明され る(NBhus228.24-30).Bhasarvajnaはavbhの この ような唯 一

性 を能 力 と呼び,新 得 の主題 に もavbhが 適 用 され る ことの根拠 とな るとしてい る

(NBhus219.24-256').

以 上 の ようなの可能性 ・能 力は未 見の ものに対 して既 見の ものを適用 させ る と

い う点で共通 してい る.可 能性や能力 はDharmakirti,Kumarilaが 多 用 して いるが,

推 理 の文脈 において このよ うな意 味合いで用 いる ことはな く,明 確 な影響 関係 を

見 て取 る ことはで きない.可 能性 や能力 を用 いて推理 を説明 す る とい う手 法 は,
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同時代のニヤーヤ ・ヴァイシェーシカ両学派のいずれの思想家においても見出さ

れず特異的である.「本質的」なavbhが 外界に実在するものであるという方向を

強 く押 し進める上で可能性や能力が重要になってお り,遍 充把握論の①の問題に

1つ の解答を示 していると考 えられるが,そ の内容において 「関係」「唯一性」と

いうような存在論 レベル と 「非認識」「把握」というような認識論 レベルの混同が

ある点で問題が残 る.

結論:い くっかの再検 討すべ き問題が残 るが,Bhasarvajnaはavbhに 依 拠 して以下

のよ うな推理論 を構築 した と結論 され る.す なわち推理 の根拠 となるavbhは,認

識者 に とって最初 に正 しく把握 され るもので あ る.ニ ヤーヤ ・ヴァイシェーシカ

両学派 の定説 を覆 す この初 回把握説 を補強す るよ うに,avbhを2つ の普遍 問の関

係 とい うよ りも遍充関係 の方 向性 まで予 め定 まった唯一 の もの と捉 え,こ のよ う

な唯一性 をavbhの 能 力 と名づ けて,未 知 の ものに適用 されてい く根 拠 を与 える.

そ してavbhに 依 拠 して所証 ・証 因 も能力 を付与 され,そ の-所証 ・証 因に基づ く推

理が 自動 的 ・必然 的に正 しい認識 手段 とな る.
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